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障
が
い
者
が
積
極
的
に
社
会
参
加
・

貢
献
で
き
る
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
て

※瀝青（れきせい）…天然のアスファルト・タール・ピッチなど、黒色の粘着性のある物質の総称。用語解説

市
内
事
業
者
の
参
加
機
会
を
検
討
す
る
。

二
　
土
木
施
策
等
に
つ
い
て

問　
市
民
の
定
住
化
目
的
で
取
得
し
た

旧
日
産
社
宅
の
一
部
の
配
管
保
温
材
に

ア
ス
ベ
ス
ト
が
認
め
ら
れ
た
た
め
、
配

管
ス
ペ
ー
ス
全
体
の
調
査
を
す
る
と
と

も
に
、
市
民
の
安
全
安
心
を
考
え
、
※

瀝
青
所
の
跡
地
で
も
あ
る
こ
の
土
地
の

土
壌
汚
染
調
査
も
す
べ
き
だ
が
ど
う
か
。

答　
ア
ス
ベ
ス
ト
の
指
摘
は
十
分
検
討

し
、
土
壌
調
査
は
整
備
段
階
で
調
べ
る
。

三
　
渋
沢
霊
園
建
設
等
に
つ
い
て

問　
霊
園
の
経
営
許
可
は
、
土
地
所
有

問　
認
知
症
へ
の
理
解
を
深
め
る
た
め
、

地
域
や
学
校
な
ど
に
お
け
る
認
知
症
サ

ポ
ー
タ
ー
の
育
成
に
つ
い
て
、
目
標
値

は
ど
の
よ
う
か
。

答　
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
を
開
催
し
、

平
成
26
年
度
は
18
回
で
５
５
０
人
の
受

講
者
を
見
込
み
、
29
年
度
に
は
30
回
で

８
０
０
人
を
目
標
と
し
て
い
る
。

問　
学
校
で
の
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養

成
講
座
の
開
催
状
況
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
南
中
学
校
と
秦
野
曽
屋
高
校
の
生

徒
計
２
７
０
人
に
、
11
回
の
サ
ポ
ー
タ

ー
養
成
講
座
を
開
催
し
た
。
今
後
、
認

知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
の
講
師
役

答　
公
共
的
な
機
能
を
失
っ
た
赤
道
や

水
路
な
ど
は
、
国
か
ら
一
括
譲
与
を
受

け
、
本
市
の
財
産
と
な
っ
て
い
る
。
現

況
調
査
を
開
始
し
た
ば
か
り
で
は
あ
る

が
、
許
可
な
く
占
有
さ
れ
た
不
適
切
な

状
態
に
あ
る
土
地
が
数
多
く
確
認
さ
れ

て
い
る
の
で
、
今
後
是
正
に
向
け
た
対

応
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

二
　
少
子
高
齢
化
問
題
に
対
す
る
本
市

の
あ
り
方
に
つ
い
て

問　
今
後
、
社
会
保
障
を
必
要
と
す
る

　
日
本
共
産
党
　
　
　
露
木
　
順
三

一
　
中
小
企
業
施
策
等
に
つ
い
て

問　
消
費
税
増
税
な
ど
の
影
響
で
厳
し

い
経
営
が
続
き
、
商
工
会
議
所
か
ら
、

公
契
約
や
物
品
購
入
な
ど
の
受
注
機
会

拡
大
の
要
望
書
が
本
市
に
提
出
さ
れ
た

が
、
対
応
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
調
査
を
定
期
的
に
実
施
し
、
市
外

発
注
を
市
内
発
注
に
で
き
な
い
か
常
に

検
証
す
る
。
な
お
、
本
庁
舎
耐
震
化
事

業
は
市
内
業
者
と
の
共
同
企
業
体
結
成

を
条
件
と
し
、
西
中
学
校
の
複
合
施
設

整
備
運
営
事
業
は
契
約
事
項
と
し
て
、

　
公
　
明
　
党
　
　
　
野
田
　
　
毅

一
　
新
オ
レ
ン
ジ
プ
ラ
ン(

認
知
症
施

策
推
進
総
合
戦
略)

の
本
市
の
取
り
組

み
に
つ
い
て

問　
厚
生
労
働
省
の
新
オ
レ
ン
ジ
プ
ラ

ン
で
は
、
認
知
症
初
期
集
中
支
援
チ
ー

ム
を
全
市
町
村
に
設
置
す
る
と
し
て
い

る
が
、
取
り
組
み
状
況
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
認
知
症
の
初
期
段
階
で
、
観
察
・

評
価
、
家
族
支
援
を
す
る
た
め
、
平
成

29
年
度
末
ま
で
の
設
置
に
取
り
組
み
、

医
師
会
や
地
域
高
齢
者
支
援
セ
ン
タ
ー

と
と
も
に
、
医
療
と
介
護
の
連
携
強
化

に
努
め
て
い
き
た
い
。

　
緑
水
ク
ラ
ブ
　
　
　
込
山
　
弘
行

一
　
法
定
外
公
共
物
等
の
管
理
に
つ
い

て問　
資
産
管
理
は
、
本
市
の
重
要
な
責

務
で
あ
る
。
公
共
の
土
地
が
占
有
さ
れ

て
い
る
場
合
、
適
切
な
対
応
が
必
要
で

あ
り
、
民
地
に
入
り
込
ん
で
い
る
赤
道

や
水
路
な
ど
の
法
定
外
公
共
物
も
同
様

の
解
釈
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
見
解
は

ど
う
か
。
ま
た
、
占
有
さ
れ
た
状
態
に

あ
る
土
地
の
面
積
は
ど
の
程
度
か
。

権
移
転
を
判
断
す
る
た
め
、
登
記
簿
謄

本
な
ど
の
確
認
に
つ
い
て
、
本
市
の
要

領
に
規
定
し
て
い
る
が
、
な
ぜ
謄
本
の

確
認
を
せ
ず
許
可
し
た
の
か
。

答　
土
地
売
買
契
約
書
の
写
し
を
提
出

さ
せ
る
こ
と
で
移
転
の
判
断
を
し
た
。

問　
霊
園
建
設
工
事
で
絶
滅
危
惧
種
で

あ
る
タ
カ
科
の
ノ
ス
リ
の
繁
殖
に
悪
影

響
が
出
た
場
合
、
工
事
の
一
時
中
止
を

指
導
す
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答　
必
要
に
応
じ
て
、
工
事
の
変
更
、

一
部
中
止
は
や
む
を
得
な
い
と
考
え
る
。

で
あ
る
キ
ャ
ラ
バ
ン
メ
イ
ト
や
教
育
委

員
会
と
連
携
し
、
小
学
校
で
の
講
座
の

開
催
に
つ
い
て
も
検
討
し
た
い
。

要
望　
平
成
27
年
度
か
ら
高
齢
介
護
課

に
認
知
症
地
域
支
援
推
進
員
を
配
置
す

る
と
の
こ
と
だ
が
、
認
知
症
の
人
が
で

き
る
限
り
住
み
慣
れ
た
地
域
で
暮
ら
し

続
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
認
知
症

の
早
期
発
見
・
早
期
支
援
に
向
け
た
体

制
を
構
築
し
て
ほ
し
い
。

高
齢
者
が
増
え
、
市
の
財
政
を
圧
迫
す

る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
が
、
一
方
で

む
や
み
に
少
子
化
対
策
を
充
実
さ
せ
れ

ば
、
こ
れ
も
今
後
財
政
を
圧
迫
さ
せ
る

要
因
と
も
な
る
。
一
世
帯
当
た
り
の
所

得
が
一
番
高
い
富
山
県
の
よ
う
に
、
家

計
と
市
の
財
政
負
担
を
軽
く
す
る
２
世

代
・
３
世
代
同
居
を
推
奨
す
る
施
策
な

ど
、
秦
野
の
地
域
性
を
生
か
し
、
何
を

ど
う
守
る
の
か
と
い
う
視
点
で
、
人
口

減
少
を
前
提
と
し
た
準
備
を
す
べ
き
と

考
え
る
が
ど
う
か
。

答　
家
族
に
視
点
を
置
い
た
ま
ち
づ
く

り
な
ど
提
案
の
重
要
性
は
理
解
で
き
る

た
め
、
総
合
計
画
後
期
基
本
計
画
を
策

定
す
る
中
で
反
映
さ
せ
て
い
き
た
い
。

ツ
ク
ラ
ブ
」
に
対
す
る
支
援
な
ど
を
検

討
し
て
い
き
た
い
。

二
　
い
じ
め
防
止
の
対
策
に
つ
い
て

問　
平
成
23
年
10
月
、
滋
賀
県
大
津
市

で
、
当
時
中
学
２
年
生
の
男
子
生
徒
が
、

い
じ
め
を
苦
に
自
ら
命
を
絶
っ
た
事
件

を
契
機
に
、
い
じ
め
防
止
対
策
推
進
法

が
制
定
さ
れ
た
が
、
い
じ
め
防
止
の
取

り
組
み
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
各
学
校
で
は
、
未
然
防
止
、
早
期

発
見
、
早
期
対
応
と
い
う
３
つ
の
視
点

を
基
本
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
ま
た
、

教
育
委
員
会
で
は
、
い
じ
め
の
早
期
発

見
に
向
け
た
支
援
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

今
後
は
、
い
じ
め
防
止
の
取
り
組
み
を

効
果
的
に
推
進
す
る
た
め
、
関
係
機
関

で
構
成
す
る
「
秦
野
市
い
じ
め
問
題
対

策
連
絡
協
議
会
」
を
設
置
し
、
連
携
を

強
化
し
て
い
き
た
い
。

答　
撹
拌
機
の
故
障
に
よ
り
臭
気
が
激

し
か
っ
た
が
、
現
在
は
故
障
も
直
り
、

発
酵
堆
肥
と
戻
し
堆
肥
量
を
合
計
１
日

当
た
り
20
ト
ン
減
量
し
た
こ
と
で
、
臭

気
が
軽
減
さ
れ
た
。
南
が
丘
、
今
泉
台

自
治
会
に
も
理
解
さ
れ
て
い
る
。

問　
本
来
酪
農
堆
肥
は
酸
味
臭
だ
が
、

南
地
区
の
臭
気
は
、
タ
ン
パ
ク
質
の
腐

敗
臭
で
あ
る
。
生
の
食
品
残
渣
の
搬
入

を
止
め
、
落
ち
葉
、
チ
ッ
プ
、
牛
の
尿

で
醗
酵
を
促
進
し
て
は
ど
う
か
。

答　
県
畜
産
技
術
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
意

見
を
聴
き
、
臭
気
軽
減
に
取
り
組
む
。

要
望　
元
南
が
丘
自
治
会
長
、
農
学
博

士
藤
原
俊
六
郎
氏
が
「
発
酵
に
は
炭
素

と
窒
素
の
比
率
を
保
つ
必
要
が
あ
り
、

炭
素
の
多
い
落
ち
葉
な
ど
を
混
入
す
る

と
よ
い
」
と
市
研
修
で
講
義
さ
れ
て
い

る
。
実
証
実
験
を
し
て
ほ
し
い
。

に
つ
い
て
、
県
へ
要
望
し
て
ほ
し
い
。

二
　
障
が
い
者
の
就
労
支
援
に
つ
い
て

問　
就
労
相
談
、
就
労
準
備
、
求
職
活

動
、
就
労
定
着
の
４
つ
の
柱
を
軸
に
、

機
械
的
で
は
な
く
、
障
が
い
者
に
寄
り

添
っ
た
支
援
を
す
る
こ
と
が
必
要
と
考

え
る
。
県
内
８
カ
所
あ
る
県
の
就
労
支

援
セ
ン
タ
ー
を
本
市
独
自
で
運
営
す
る

よ
う
な
体
制
整
備
を
図
っ
て
は
ど
う
か
。

答　
県
の
就
労
支
援
セ
ン
タ
ー
が
平
塚

市
に
あ
る
が
、
関
係
団
体
か
ら
本
市
へ

の
就
労
支
援
セ
ン
タ
ー
設
置
を
望
む
声

も
聞
か
れ
る
。
障
が
い
者
が
自
分
の
適

性
や
能
力
に
応
じ
て
働
く
場
を
選
択
で

き
る
よ
う
な
環
境
を
整
え
て
い
き
た
い
。

に
つ
い
て

問　
千
葉
県
柏
市
で
は
、
増
加
す
る
高

齢
者
の
在
宅
介
護
を
行
政
が
中
心
と
な

り
市
内
の
大
学
、
医
師
会
、
薬
剤
師
会
、

介
護
関
係
者
な
ど
多
職
種
の
協
力
に
よ

り
、
シ
ス
テ
ム
を
数
年
で
構
築
し
た
。

本
市
の
取
り
組
み
状
況
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
第
６
期
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
・

介
護
保
険
事
業
計
画
に
基
づ
き
、
地
域

高
齢
者
支
援
セ
ン
タ
ー
が
地
域
ケ
ア
会

議
を
通
じ
て
三
師
会
（
医
師
会
、
歯
科

医
師
会
、
薬
剤
師
会
）
と
連
携
を
密
に

し
て
、
医
療
関
係
者
な
ど
と
協
議
し
、

有
効
に
機
能
す
る
シ
ス
テ
ム
づ
く
り
を

進
め
て
い
き
た
い
。
ま
た
、
大
学
と
の

連
携
に
つ
い
て
は
研
究
し
て
い
き
た
い
。

要
望　
今
後
、
増
え
続
け
る
高
齢
者
に

と
っ
て
、
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
と
な

る
よ
う
十
分
に
検
討
し
て
ほ
し
い
。

　
新
政
ク
ラ
ブ
　
　
　
川
口
　
　
薫

一
　
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
推
進
つ
い
て

問　
文
部
科
学
省
の
調
査
で
は
、
小
・

中
学
生
の
体
力
は
、
昭
和
60
年
ご
ろ
を

境
に
長
期
的
な
低
下
傾
向
が
続
い
て
い

る
と
の
こ
と
だ
が
、
子
ど
も
の
体
力
向

上
に
つ
い
て
の
考
え
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
体
力
の
向
上
は
運
動
・
ス
ポ
ー
ツ

の
実
施
頻
度
が
重
要
で
あ
る
た
め
、
家

庭
・
学
校
・
地
域
が
連
携
し
、
実
施
頻

度
を
高
め
て
い
き
た
い
。

問　
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
裾
野
を
広
げ
る

た
め
に
は
、
国
が
推
奨
し
て
い
る
「
総

合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
」
の
育
成

が
必
要
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答　
市
民
が
主
体
的
に
参
加
す
る
地
域

ス
ポ
ー
ツ
の
場
と
し
て
必
要
と
考
え
る

た
め
、
体
育
協
会
や
ス
ポ
ー
ツ
振
興
財

団
と
連
携
し
、
「
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー

　
緑
水
ク
ラ
ブ
　
　
　
高
橋
　
文
雄

一
　
小
・
中
学
校
で
の
健
康
教
育
に
つ

い
て

問　
小
中
学
生
へ
の
疾
病
予
防
を
含
め

た
健
康
教
育
の
現
状
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
健
康
な
生
活
と
疾
病
の
予
防
に
つ

い
て
、
発
達
段
階
を
踏
ま
え
た
系
統
性

の
あ
る
指
導
を
し
て
い
る
。
家
庭
や
地

域
と
一
体
と
な
っ
た
取
り
組
み
が
重
要

と
考
え
て
い
る
。

要
望　
ス
リ
ラ
ン
カ
で
子
ど
も
に
ガ
ン

予
防
な
ど
の
教
育
を
し
た
と
こ
ろ
、
大

人
の
喫
煙
率
が
低
下
し
、
子
ど
も
の
登

校
率
が
上
昇
し
た
と
い
う
北
海
道
大
学

小
林
博
名
誉
教
授
の
報
告
が
あ
る
。
小

中
学
生
に
も
健
康
教
育
を
し
て
ほ
し
い
。

二
　
南
地
区
の
臭
気
問
題
に
つ
い
て

問　
自
治
会
連
合
会
の
課
題
と
な
っ
て

い
る
が
、
現
状
と
対
策
は
ど
の
よ
う
か
。

　
緑
水
ク
ラ
ブ
　
　
　
横
溝
　
泰
世

一
　
県
立
秦
野
養
護
学
校
小
中
学
部
の

開
設
に
当
た
っ
て

問　
平
成
28
年
度
に
は
末
広
小
学
校
余

裕
教
室
に
県
立
秦
野
養
護
学
校
小
中
学

部
が
開
設
さ
れ
る
。
市
内
の
特
別
支
援

学
級
と
普
通
学
級
の
連
携
や
、
交
流
学

習
を
充
実
す
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答　
指
導
技
術
の
向
上
な
ど
を
目
的
と

し
て
、
小
中
一
貫
特
別
支
援
教
育
担
当

者
研
修
会
を
開
催
し
、
児
童
・
生
徒
へ

の
適
切
な
指
導
・
支
援
の
あ
り
方
を
研

究
す
る
と
と
も
に
、
特
別
支
援
学
級
の

児
童
・
生
徒
が
居
住
地
域
で
の
つ
な
が

り
を
深
め
、
心
豊
か
に
生
活
す
る
た
め
、

地
域
の
学
校
と
交
流
し
て
い
る
。
今
後
、

双
方
の
教
育
効
果
の
向
上
に
つ
な
が
る

よ
う
な
環
境
づ
く
り
に
努
め
た
い
。

要
望　
障
害
の
あ
る
す
べ
て
の
子
ど
も

が
、
安
心
し
て
地
域
で
暮
ら
し
、
学
び
、

交
流
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
県
立

秦
野
養
護
学
校
で
、
高
等
部
ま
で
す
べ

て
の
障
害
に
対
応
で
き
る
環
境
の
整
備

　
民
　
政
　
会
　
　
　
八
尋
　
伸
二

一
　
高
齢
者
の
就
労
促
進
に
つ
い
て

問　
就
労
は
高
齢
者
に
と
っ
て
生
き
が

い
で
あ
り
、
高
齢
者
の
就
労
者
率
が
多

い
都
道
府
県
は
、
医
療
費
の
支
出
が
少

な
い
と
の
デ
ー
タ
も
あ
る
。
本
市
と
し

て
高
齢
者
の
プ
チ
タ
イ
ム
就
労
へ
の
支

援
を
促
進
す
る
考
え
は
な
い
の
か
。

答　
公
益
社
団
法
人
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
の
家
事
サ
ー
ビ
ス
や
、
地
域
の

見
守
り
を
含
め
た
百
円
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

な
ど
の
就
労
が
考
え
ら
れ
る
。
先
進
事

例
を
調
べ
、
今
後
提
案
し
て
い
き
た
い
。

要
望　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
を
地

域
高
齢
者
支
援
セ
ン
タ
ー
に
併
設
し
た

り
、
商
工
会
議
所
経
由
で
民
間
事
業
者

か
ら
の
就
労
ニ
ー
ズ
を
探
る
な
ど
、
さ

ら
な
る
就
労
促
進
を
行
っ
て
ほ
し
い
。

二
　
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
推
進

子
ど
も
の
体
力
を
向
上
さ
せ
る
と
と
も
に

ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
振
興
を
図
れ

腐
敗
タ
ン
パ
ク
を
搬
入
せ
ず

落
ち
葉
と
牛
の
尿
で
醗
酵
促
進
を

人
口
減
少
社
会
に
備
え

秦
野
の
地
域
性
を
生
か
し
た
施
策
の
検
討
を

認
知
症
施
策
の
盤
石
な
る
体
制
で

高
齢
者
を
救
え

定
住
化
目
的
で
取
得
し
た

旧
日
産
車
体
社
宅
の
土
壌
汚
染
等
調
査
を
せ
よ

長
寿
社
会
に
向
け

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を

認知症サポーター養成講座

県立秦野養護学校小中学部が
開設される末広小学校

一
般
質
問
質
問
者
の
文
責
に
よ
り
、

　

質
問
と
答
弁
の
要
旨
を
掲
載

（

）

※ 

用
語
解
説
（
下
段
）


